
様式第二号の人 (第人条の四の五関係 )

(第 1面 )

産業廃棄物処理計画書

令不日8年   6月   19日

群馬県知事  あて

提出者
住 所

〒 370-0503
群馬県邑楽郡千代田町大字赤岩宇くらかけ2712番

氏 名 サン トリー株式会社 群馬 ビールエ場

工場長

電話番号

林 輝彦

0276-86-5211

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第 9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

サン トリー株式会社 群馬 ビールエ場

群馬県邑楽郡千代田町大字赤岩宇くらかけ 2712番

令和8年4月 1日 ～令和9年3月 31日

当該事業場において現に行つている事業に関する事項

①事 業 の 種 類 E10 欽料製造業

29,

②事 業 の 規 模

③従 業 員 数 従業員数 192名

入→ 装)→出
上記の製造工程からJF出 される産業廃棄物を委託業者にて処理を行 う

④産業廃棄物の一連
の処理の工程

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

計 画 期 間



(第 2面)-1

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 (  2025年度)実績】別紙2の通り

産業廃棄物の種類

排   出  量 t t

で 1こ し

①現状

【目標】別紙2の通り

産業廃棄物の種類

排   出  量 t t

の

②計画

産業廃棄物の分別に関する事項

している の に る

①現状

②計画

の



(第 3面)-1

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 (   2025 年度)実績】別紙2の通り

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行つた
産 業 廃 棄 物 の 量

t t

①現状
で 1こ し

【目標】別紙2の通り

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

t t

②計画
る の

自ら行 う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 ( 2025年度)実績】別紙2の通り

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行つた
産 業 廃 棄 物 の 量

t t

①現状

自ら中間処理により減
量した産業廃棄物の量

t t

でイこ し

【目標】別紙2の通り

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行つた

産 業 廃 棄 物 の 量
t t

自ら中間処理により減
量する産業廃棄物の量

t t

②計画
る予 の



(第 4面)-1

自ら行 う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 ( 2025年度)実績】別紙2の通り

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行つた

産 業 廃 棄 物 の 量

t t

①現状
で に し

【目標】別紙2の通り

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

t t

②計画
後 る予 の

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 ( 2025年度)実績】別紙2の通り

産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量 t t

優良認定処理業者
への処理委託量

t t

再生利用業者への

処 理 委 託 量
t t

認定熱回収業者
への処理委託量

t t

①現状

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
への処理委託量

t t

で 1こ し



(第 5面)-1

【目標】別紙2の通り

t

t

t

t

t

(今後
~夫
施す る予定の取組 )

t

t

t

t

t

産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量

②計画

※事務処理欄



(第 6面 )

備考

1

2

3

4

前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに1枚作成すること。

当該年度の6月 30日 までに提出すること。

「当該事業場において現に行つている事業に関する事項」の欄は、以下に従つて記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額 (前年度実績 )、建設業の場合における元請完成

工事高 (前年度実績 )、 医療機関の場合における病床数 (前年度末時点)等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程 (当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入すること。

「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行つた場合における熱回収を行つた産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによつて減量した量について、前年度の実績、日標及び取組を記入すること。

「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行つている処理業者

への焼去「処理委託量について、前年度実績、日標及び取組を記入すること。

それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。

※欄は記入しないこと。

5

6

7



「別紙-1」 廃棄物処理に係わる管理体制に関する事項

管理体制図

I

の

、マニュフェス

エ ン

14001



「月」和氏-2」 産業廃棄物処理計画書 (令和フ年4月 1日 ～令和8年3月 31日 )
(単位 :ton)

合計

3554685

34′ 83592
①廃棄物の再資源化減量化 (環境保全への取組み活動により99年十ヨ罷棄物再資源化100%を選成し廃棄物発生のlr,制及幌 棄物量の低減を年 図々ってきた)
②廃棄物再資源化100%の質的向上 (工場より

'F出

された副歴物・「発棄物の質を3Rの視点です足え、より環境負荷の低減を図ることをしう)

これまでの活動の継続、維持管理

ガラスくずヨンクリートくず
蒋イトに句膨製てず

166

162

動植物性残さ

892

874

木くず

2071

2030

廃プラスチック

25102

24600

廃アルカリ

000

000

廃酸

029

028

廃油

126

123

汚 泥

35263

34′ 558

産業廃棄物の種類

(2025年 度実績 )

(2026年度計画)

これまでに実施した取り組み

今後実施する予定の取り組み

現J犬

計 画

(図 1)廃棄物処理フローシート参照

これまでの活動の継続、維持管理

これまでに実施した取り組み

今後実施する予定の取り組み

【自ら行う産判亮棄物の再生利用 ton)

合計

000

000

カラスくす・]ンクリートくす
飛7ド B傷1務黒てゴ

動植物性残さ木くず廃プラステック廃アルカリ廃酸廃油汚泥

Ittl犬

1屋皇贔誓星男綴駐望Fつ
た

謳 曜曇S発盲ご協汚堤≧
丁つ

麿業廃彙物の種類

これまでに実施した取り組み

今後実施する予定の取り組み

(単位 :ton)

合 計

000

000
2503297

産業廃棄物の適正処理を確保するため、関連する法令、その他の規貝」を遵守するとともに行政の環境施策に協力する

これまでの活動の継続、維持管理

ガラスくず'コンクリートくず

焉イド[亀稽黒てず
動植物性残さ木くず廃プラスカック廃刀レカリ廃酸廃油汚 泥

26.03297

産業屍棄物の種類

産業廃棄物の豊

日う甲 聞処 埋 により屈 重 した座 乗 屍 素 Tノ′」の重

産業廃棄物の量

これまでに実施した取り組み

今後実施する予定の取り組み

現】犬

言十画

合 計

000

000

カラスくす・]ンイフリートくす

再7ド [魚帯暴てず
動植物性残さ本くず廃プフスチック廃刀レカリ廃酸

「

発

'由

汚泥産業廃棄物の種類

海洋投入処分を行った

産業廃重物の量

海洋投入処分を行う

産剰暁棄物の塁

これまでに冥施した取り組み

今後実施する予定の取り組み

I見扶

計 画

産業廃棄物処理計画書 (令和フ年4月 1日～令和8年3月 31日 )【続紙】

ton

(単位 :ton)【産業廃棄物の処理の委託に関する事項】

合計

898260

16343

898260

000

000

万づスくす。ヨンクリートくす
層rド B飼磁黒〈ず

166

166

166

動植物性残さ

892

582

892

木くず

2071

000

2071

廃プラスカ
"

25102

11530

251102

廃アル方リ

000

000

000

廃酸

029

029

029

廃油

126

126

126

汚 泥

869875

3911

869875

産判亮棄物の種類

全処理委託塁

優良認定処I里業者への処理委託量

再生利用業者への

処理委託量

認定熱回収業者への

処理委託量

認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への夕几

理委託量

I見扶

880295

29317

880295

000

000

特になし

特になし

162

162

162

874

570

874

2030

000

2030

24600

24600

24600

000

000

000

028

028

028

123

123

123

852477

3833

852477

全処理委託量

l憂良認定処理業者への処理委託量

再生利用業者への

処理委託量

認定熱回収業者への

処理委託量

認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への夕几

理委託量

これまでに実施した取り組み

今後実施する予定の取り組み

計 画



(図 1)廃棄物処理フローシート
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